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HAYST法とは 
機能の確認とロバスト性（機能性）の評価 

＜前提＞： 単機能テストは終わっている 

システムテストが対象の中心 

 

 

信号因子の「組合せ」「順序性」で機能を確認、 

ノイズ（＝誤差因子）の影響をロバスト性で評価 

 
信号因子：入力、状態変数で結果を得るための入力 

ノイズ：いじわる要因で結果に影響を与えたくないもの 



HAYST法のプロセス 

• 戦略

• 6W2H

• FV表

テスト分析

• ラルフチャート

• ノイズと状態

• FL表

テスト設計
• <ツール>

Matrix Tester
X_Graph
XCEG

テスト実装

• <ツール>
データ駆動型
自動テスト
QTPなど

テスト実施
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ラルフチャート 
（＝FV表で認識した目的機能） 

Input Factors

{I1, I2, I3, ...}
Outputs

Noise Factors

{N1, N2, N3, ...}
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State Factors

{S1, S2, S3, ...}



ラルフチャートの組合せ 
（目的機能の構造） 

(a)(b)組合せ連結、(a)→(b)→(d)順序連結 
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HAYST法の技法選択 
組合せと順序性のテスト 

確証あり 確証なし ループ無 ループ有

確証あり

確証なし ・ ペア構成テスト
・ ペア構成テスト
＋シーケンスカバ
リングアレイ

・ ペア構成テスト
・ ペア構成テスト
＋Nスイッチカバ
レッジ

禁則

有効則 ・ CFD法
・ 機能図式
・ ペア構成＋N-
SW

順序

・ 単機能テストのみ

・ 防御的プログラミング（入力フィルタ）　→　入力限界値テスト

・ 原因結果グラフ

無則

有則

組合せ

無則 有則


